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『事情は変わった』再考（i）

一　準騰的醗究

佐々木　俊　彦

亙　序 説

　聴講は変わっ趨（翫偽瞬ε潔鋤助は，べγ・ジョンソン（8e資Jo登so鍛，i572畦637）

によって蔦§7年の春漿執筆されたと推定され，後の筆に絞る現存の1議麟のうちでは最初のものであ

ると考えられているめ。

　　華．俸贔の紡源
　盛燦彗の三主筋（獄滋費麟。⇔の極く大枠は，プラウトゥス（鎗蛤穀芝琶s）の瞬霧虜たち毒　（C｛zメ｝琵擁〉

から1翻され，脇筋（s麟蜘。の大晦洞著者の議会の郵（鯉磁磁）に擁っている2）。

プラウトゥスによるこれら二つの姦麟は，．いずれも当時まだ英訳されてはいなかった。　ζ捕溝たち選

は，戦争で捕癖となり敵方の手中にある息子を奪還しようとする父親を中心とした，覆して真面馨
　　　　　　　とき
な勅語であ穆，時として喚構的で悲麟的哀感を催させるが，恋愛への麗心は全く欠姦している。一

方，　摩黄金の壷邊は，金貨の詰重った壷を一喜一憂しながら隠し通そうとする書籍な老人を核とす

る，おおむね笑うべぎ愚行の謡弼麟活写であり，主題的にも気分的にも，揖マソティックな嚢はほ

とんどみられない。しかし，講者とも，侮か察分にとって大勢なものを喪失したときの人聞の心運・

行動に灘孫の深い麟であることが溢羅される3〉。作者は，これらの諸要素を，当時の英羅の韓マ

ソティックな流行の要請するように，混溝させ統一しようとした。その際，後は，プラウトゥスに

王〉本戯懸の鶴舞年代韓畿φに饗しては，特に，テクスト成立史を掻う第蟹草で詳説する。また，本燐め藩

　に護簸露0∫α箆勧主執筆されたと考える醗究煮もいるが，筆者は，擁職」ε0∫窃籍疹をジ荘ンソソの義年

　の作とする箆較離最遍の説を支持する。この点裁ついては，羅血紅δ髄質OR，β醗伽S耀∫驚魏ε飛魏勘露θ

　（C麗願鎗e＝C鐡嫉鎗e礎，鵬3〉董7騒i4；A醗e鰍。糞，灘加算』撫膿繍魏（C麗頓魔e：C鐡もr至嚇e

　UP，董§84》32i－23；R讐ss薦cDG費a纏，5繍εs舞郡8農微才声質欝欝／弄辮灘槻醜ぜ5鋤如＄碑伽2（£盆col資：｛J　oぞ

饗e銚a磁3蚕〉，ig88）謄7簸嘆を参黙。一方，犠ε磁結露躍魏躍の漂作表継壌難破s錘扮に麗しても，全く

　鵜題がないわけではない赫，本論では，そこ蚕では立ち入らない、轟，翫α溺歪ε灘紐躍を秘めとする鐸

　贔の表題の観談は鰻難であ静，塞文串の難訳名の多くは，筆者な箏の試訳の竣を鐵ない。

2〉本論では，プラウトゥスの勲魏繍と磁舞魏のテクストにつ㌔・ては，雛雌騰xo葺，tr糠s．，擢戯緬＄，5vols．，

丁銭e　しひεむC肇ass量。31h雛ary（Loη虚。蓑：W垂獲a灘琵¢搬e礁a照，19遡〉i：2駁一323，蕗9一誌7を参黙した。

　憲た，轡せて，鈴木一鄭・岩倉具患・安露1褻之譲罫書代置一マ喜薦全集遍全§巻（藁蓑大学畿蔽会，鎗75－

76）第i巻罪プラウトゥス雄　（婚75）2綴一79頁，鴛5一翻5薮の饗奉藷談を参考にした、

3）C｝多感｛e函躍a撮Peでcya鍵翫e茎y簸S勲脚論，e6s．，召伽加瀦，登vo茎s．（Ox多orδ：C睡e認。登，

鯵麗一鎗〉i：3韓一驚を参黙。隅全集は，鱗茎賊＆Sと略寵する。
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よる二つの粉本にはほんの謹かしか倉重れていないラヴ・スト一瞬一を，注意深く織ぎ込むのを悲

報就なかった4〉。恋愛への欝心がジ．ソソンの喜麟論いて珍し戦勲勇で1隷く，プラウトゥ

スの戯懸の糧筋を利絹していること糞体が極めて稀なのである．そもそも，ジョンソンの婁麟には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のち
物議や麟の種本は縁とんどなく，現存する騨本から知磐得る限りでは，　窪事欝は変わった渥の後，

†分に展離したプ霞ットが楚の鐸者から鶴橋されることは，二度と再びなかった5〉。

　密事鷲は変わった遍は，鐘かではあるが史実にも基づいている。i5欝年に，シ叢一モソ購（Lo躍

C｝職級驚。蕪〉ことシ蕪一モソ・ダソボワーズ（C鼓＆膿難G資tごA搬酌量se〉　（すなわち，当麟のシャ

モソ［C始劔G簸擁の父の部分的モデル）が，フランスのために，ドイツのマクシミ婆アソ

（Ma雄擁難癖からヴィチェソヅァ（級ce獺a〉を奪還し，そこの住民は，家財の大半を持ってパ

ドゥア（Paδ膿〉へと逃亡した。蔦鴛年に，資…マ教皇はマクシミ瞬アソ・スフ愛ルツァ（M磁瓶盤餓

S麺rza〉　（すなわち，本麟のマクシミ箏アソの認分的モデル）をミラノ公①誼80｛鍛i簸鐙に任

命したが，嘉麟の戦灘は，器29年のことであると考えられるの。しかし，慶事讐は変わった護の

舞台がイタ夢アのミラノに設定され，その登場人鞠がイタ夢ア人とフランス人であり，また，史実

に照らし会わせれば，灘達する事件が簿年租以欝のものであるにせよ，本麟で搭かれているのは，

大体，同時代の英羅の姿であると考えてよい。本麟渉依擁している歴史的背景は，本麟にとって本

質的なものではないのである。

　　2．本麟の性格及び問題の漸喪

　古代鑓一マ喜凝に趨来する素材は，ジ葺ソソソの手によって書ぎ替えられ，ウィ夢アム・シェイ

クスピア（W灘鍛騰S擁短鐘e継e，欝64一賂霊6〉の喜麟に代表される，工華ザベス女王㊥漉a挽撫

i，在位i558－i6§3〉時代後難の残語獄マソティック・コメディー（ro瓢＆雅量。　co猫e細〉に類す

るものが生み慮された。　ゼ事済は変わった澄には，当時流行のPマソティック・コメディーのジャ

ンルに入り込んでいたモティーフ，題材，特徴等の多くが，巧みに摂り込まれている。それらには，

冒マソティックな恋愛，恋愛縫係の紛麟．脅かされる純愛，無糖で魅力的なヒ菖イソ，ロマンティッ

クな友欝，友構の試練，不実の友，失われた（あるいは，盗まれた〉子供，人違い，離敵した家族，

奇跡的で幸運な再会の場懸，必須の笑麟的（盤rclc麟な繋筋，お道化た気紛れ，鷹民的視点，瞬

撤靴屋，無軟道な愚行や言葉の粉鰍崩する欝欝が数えら綜デ〉．

　完成した輝本は，新人による習作的作品であるにもかかわらず，奇妙に洗練されており，かな警

完成凌の轟いものであった、プラウトゥス的要素や購時代の英羅の麗マソティック・コメディー的

履〉慧＆S　i：32§参黙、。

5〉至〉a糎透織麗s，8醜声鴛灘㌶∫護L∫舜（c段難癖謎琶3，鱗A：麓a押我撮醗⊃，聾89〉翻参難。

6）以ま二の経史醗講述は，猛禽S9：3§7に基づいているσ灘，ジョンソンの藪麟の登場大効名の§奉譲褒諾

については，当時の発音の推定や芙譲妾の雑本語への転写等の諸職題のため，万全を簸すことはでぎなかつ

　た倉懸糞名詞の英語の発音に麗しては，C董arε糞ce　L．雛盤捻霞畿aL，磁s・，7漉翫欝〔〕ε膿ηC癬θ麺漉4

扉楡耀s，3幡s．（翫胸脚倉・6C難s，瞬：2re癬ce，i§騒〉を参考乾した。

7）本麟紅みられるこ轟らの諸要素紅麗しては，C．衰．B鶴艶rv濃，醗離醜癬2撒お魏々郷醗奪肋霧yα｝窺躍ダ

（蓋鰻凝ewY憾：Jo嫉s倉鼓盆鰹量蕪t，獅2〉欝5；｝猛‘Si：講一i穆；翼伽鍾狂，鐡戯，β伽ノ酪厩s

P蝕欝扉魏跳鋤識ε露餓（慧罵○蟄：U　o重翼e雛3訟a　P，ig綴〉26；M蕊沁雛16鰺；驚麗s29を参照。
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後々本：露事椿は変わった蔭再考（i〉

索餅は，よく消化され器罵に融合されて，筋（a魔。擁の統一性の点ではいささか散漫さを残しな

がらも，全体としては，総鎗年の鰻新版（Q殺鍵毛。〉の第2の表題紙（搬董eβ鴛融が約束するヂ捻

快な婁鱗雲　（“A践e＆s＆溢Co盤eδy”）8／としての独衰の量界が形成されている．

　しかし，賛マソティックな恋愛やクライマックスの認知の場面（reco毅鑛醗sce簸e〉等におい

て，登場人物の憐綴の表鐵の擾いがおざなりであるように感じられるのは否定でぎないであろう。

ジ叢ソソソは，この種の姦麟で綿いられるこれらの常套的な仕掛けやそれらに内在する嘗定的・楽

観的縞神に，気質的に充分には感欝移入できなかったと推灘される鱗。自己の才能の鉱嶽を摸索

途上の新進麟作家が．ひとつにをま経済上の運密善玉ら，当時流行の羅マソティックゆコメディーとい

う表現様式（蓑擁e〉を瀦矯した結果と考えれば，これも是非ないことである。絡掲年の第i・二

新版（避rs童Fo亜沁〉の窪著作集塞　（7勉駒鴻s〉から本麟ぷ除外されたのは，主にこの表現様式の

故であったと推定でぎる。　しかし，チャーノレズ一重（C盤＆盤es　i，在位玉625一鱈〉治下の晩年のジ講

ソソソ藩，舞えば猛新し事盤　（7漉漉膨み魏，妬29），　露磁力夫人雌　（7》㎏臆g縦鹿む助，総32〉，

踊物藷遜　（護躍ε纏β7泌，玉633）等において，ひとつには工蓼ザベス朝縫雰とその文学への

郷愁から，またひとつには自作鐡藤の審美的・鍮運的展開の一帰結として，工婆ザベス朝の大衆的

臓マソティック・コメディーの蓑現形式への毯帰を示すに至ることも付書しておかなければならな

い鋤。

　とはいえ，　ζ事蒋は変わった遷は，一翻の猿立した文学作贔として独§の魅力と緬値を有するも

のであ強，購時代の受けもよく，今欝でも我々の鑑賞に十分耐え得る優れた嘉灘であると患われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたい
この意殊で，本麟麟は，その本質を解隣するためをこも，糖纈な分析を燦えるに緬するであろう。蚕

た，ジョンソンのそれまでの窪己形成史とこの作品のモティーフとの聞違も昇進すことはでぎない。

　　　　　　　　　　　　　　とうと
奉麟の筋展露金棒は，幾つかの貴いものの追求（あるいは保持〉・喪失・麟復に騰与しており，そ

れらのうち主要なものは，ファーニーズ伯爵（Co娘Rt欝e懲eze）の意子たち，レイテェル・ド・プ

夢一（衰＆c銭緩δe　Pr鎗〉，及びジェイクス・ド・プ夢一（」鑓装esδe　Pr童e〉の財宝！であると考え

られる麟．このような問題意識は，特紅作者の幼少年時代の痛塚な喪失・鞍鰭奪体験と切鯵離す

ことはできないであろう。更に，ジョンソンの現存する最密の鐸本，事実上の廼女作としての本麟
　　のち
は，後の籔の戯麟の展竸との関連性という観点からも興味深いものがある。　謬事構は変わった遜は，

　　　　　　　　　　　　　あうか
その著者が，欝己の資質の在越を発見し鑑握するための実験の場でもあったと思われる。綴えば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうと時代の嗜好に従って愛の種々穰を措きながら，尊いものを追求する簿念としての愛の性質と愛籍の

8〉｝娘藩3＝鱗参熱。

9）　この、煮については，　Bar窒。簸　3§彰4i　l醗cPo登霞16　i8－ig，2嘆李3（多；衰童暮gs　29－3毒にも濁磁の捲摘毒董見ら

　れる。この懸題には，本論文の結びにおいて，詳纒な換討解離えられること紅なるはずである。

欝〉チャールズ一難時代の工婆ザベス韓へのノスタルジアとジョンソンの晩年の鍛藏との髄連江ついては，肱。難

　襲，3蓼毒一驚参熱。徳育，ジョンソンの後難諸書麟を，後の霞鐸喜麟群の毅翼の誌建飽一帰趨として穣種麹

　に捉え，再評聾する試みに，一連の叢論「ζ新しい蜜麗違にみる「五濁の救済」一後難ジ温ソソy叢麟の

　再評錘のため紅一」ζ試盤蓋　（東麓大学〉第27集（欝8麟欝一38；rBeR∫o薦。簸の喜麟と登暢人秘の類

　墾盛　匿曇手録立盛靉靆簸大学醗究鞍砦遜第3§号（欝88〉駐一＆｝（特に，鱗一66〉；「B鎌Jo欝。費の翫鹸欝6鋤

　五綴夕と琴婁解の磁場」　　蓼蕪島大学教灘学蔀i譲葉　（人交科学書置野讐〉　遜　第畦6号　（圭98｛舜　33一婆2む蓋あるe

雛〉琶＆S　i：3錘参照q
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鰐象の喪失によって慧起される諸感欝への考察を深め，作者は入籍造型の骨法を学んでいったに擦

違ない。そして，その人物造型法とは，後紐後によって蓬論化される辮謂ヒューマー継琶盤。礎〉

の機念と霞縁の深いものであった。二の点で，本麟は，翌年上演された匿†人ナ色選　（ε麗拶漁難

魏研s撫脚欝，焉98〉に緩まる御難懇書麟や絞無難の諸操作といった一晃表現様式の異なる藏懸

とも連続性・共通点を有するのである。また，この芝居と特に鍍の鞭年の喜麟群との類継点につい

ては，雛i紅絞れた遜むであるG

　　3．先行醗究瞥見

　作者であるジ藷ンソン自身が，欝欝年の三新末ゼ著作集遍に駿載するのを枢んで以来，　匿事梼は

変わった雲は，長らく，．と演や鑑賞の鰐象としてはおろか，醗究や鍵評の餐象として採参上げられ

ることすら多くはなかった。ジョンソンの喜麟には珍しいPマソティック・コメデ《一の表現様式

の故に，綾の作贔を論じる現代の学煮や繊評家も，本麟を全く無擬した触，謹かに航れるにとどめ

醸するほう毒噌通であったi2〉、各麹）ベアジ．ソソ麟究文献書誌を繙けば，奉麟こ関する醗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おの究・概評文餓の縷少さは一目雑然であり，奉麟の置かれてぎた立場は§ずから瞬らかであろう窃。

麟本におけるジ聾ンソソの紹介看たちも，英米の醗究者の主流麹繧講に敏ってか，本灘を黙殺ある

いはそれに近い態痘で遇している瞬。思うに，ジョンソンの譲嚢麟における本麟の義理形式の特

異性や後の舞老本人による本麟への否定的態度渉，本麟を論者が掃おうとする際の大きな鐘害となっ

てぎたのであろう。

　無詮，　ζ事縫は変わった遜に関する概評・醗究が皆無であったわけでは毛頭ないひ鰹えば，エソ

ク（」薇織」．露盤ck〉は，その後のジョンソン喜麟との連続性・類似性を過大評無して，本麟を講

麟喜麟として搬い，その本質を歪めて論じている。また，ノウル（貧。もert　E．K簸。恥にもこの頻

講が嶽擁できる。一方，ノスワージー（」．凝．麟oswor癒y〉は，主に承麟の作表と執筆年代み問

題を考察しているが，その霧論は充分に説得力があるとは言い難い。更に，ウ縛アムズ（麓鍍y　C．

W鍵盤搬s〉も，かなりの紙魑を割いて本麟を擾っているが，その議論は，作贔の統…性（疑錘轡〉

を主題としたものである董5〉。

稔〉本灘紅麗する現代髭評の極く篶鋸な優観は．蟻。藍）o照羅i7，欝6一§7登2に晃られる。

i3）　ジ葺ソソγの毒悪究文毒麦書誌として垂まナ　£｝．R¢yw段r透　8roc麹　a鼓4　Ja灘es　悪護、We至s難，　88霞　ノ碁麓Sη㌶∫護

　9擁麟麗麗醗惣」8翻σ9卸窟擁ダ，1翼7－1卯2（Me臓磁e無，翼」：Scarecrow，董§矯；Wal重erO．Le襲r灘盤，

　鞠鯵艶s　J、S＆r＆薮簸s蟹，＆蟹主翼難za短毛｝董Savage，SSJ，7麹P蝕欝。∫8碓弄》醸溺』ノ霊磁鋤徽rεG麗漉　（BGs主OR＝

　G．薮．董｛盆銭ラ　亙98（鈴　；PeteダCorセ至論　盆鍛｛董董》o妓9豊as　Sε｛垂ge，　〆観　ノ観鋸｛建｛2麺6C露嘉｛r務オ8譜露｛｝9餓茎｝尭ダθ∫ノ誘君θ加麗離

　α難ゴC：4霞｝」ゴ㌶6　ε君寵εゴタ　ド差ニズεま翻｛舞㌶ぎ　3勉たε5メ｝｛～｛27ぞノ　（塗輝ew　Yor襲：｝｛ar翠ester　W麩eats蚤e＆畜，　i§88〉　28一玉｛｝5を

　罵㌧・た。

至心饑えば，秘欝勇一野ベソ・ジョンソン一入と鐸贔曇　〔醗究縫，難63〉には，当灘への書及が玉籤霧もな

　くン大場建治誤謬錬金纂麟画工夢ザベス朝威懸名作選（薄雲堂宇欝75／の申のヂベソ・ジ葺ソゾソ拳蟹」

　（287－3艇頁〉にも，瞬麟の名は見鐵せないむ蓑た，‡多顕彰ζベソ・ヂ望ソスソ遷醗究極英米文学評伝叢

　書第7巻（醗究縫，婚3嚇には，2ページ建らずの本麟の作贔紙金（7i－72頁〉があるが，この鐵蓑鎚）文学

　作贔としての癒覆紅ついては全く否定賄である。

癖本文での誉及の懸こ，鉛擁」』翫盈，“1磁α謝露ノ観薦椎麺甑璽Co贈爵。経至騰。琶rs，弊館5賦鎗53〉：

　ig5－2i護；K盈磁25－3i；玉．M、醤os碑。護勧，マ魏磁sぞ露護器郡躍，”螂P騒ほ弱2〉：6i－7§；継挫ry　C．
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銭々木：ζ事鋳は変わった邊再考（碧

　本麟を大縁約見地から籔い総合的に講じたまとまった欝究であり，ある程度読得力の豊かな優れ

た論考として，本譜作成に当っては，特にバスカヴィル（C、盆・馨a藪磁v盤），ハーフォードとシ

ンプソン（CK漉痴雌鐡δPgrcySl騨s・糞〉，バートソ（A懸eB鑛OR／，マクドナノレド（翫ss

睡cDo澱羅〉等の諸疲果を参考軽した。とりわけ，バスカヴィルの考察濾，イングランド露有の文

化的土壌を基礎として本麟を擬えてお絵，ハーフ矛一ドとシンプソンのもの隷，購麟に薄する多角

的視点からの撹醤的機論（cr爆。雄絵troδ慧ct沁R〉である。また，パートンの論文は，本麟が書か

れた工婆ザベス朝という時代の影響を重視し，マクドナルドのものは，溝麟とシェイクスピアの喜

麟と6）類鍛性に著馨している。これらに換えて，夢ッグズ（D脚継灘g鍔s／の考察は，ジ賞ソソソ

の伝記的枠懇の申で緩み立てられた篶略な譲考ではあるが，特にジェイクスの人格分衝紅おいて，

麟灘的で有益な推譲を提供してくれる麟。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　だか　慶事檎は変わった雲に臠して，その飽に参照したものとしては，タウンゼンド（F艶δa　L．

Tow農se鰹のによるコンパクトな紹介的分極，ダットソ（設重。｝嬢rδD疑綻。輪〉の藩究書とマイルズ

（衰osa墨魏4鮭艶s〉の伝記の中の各々の麗連籔辮等が挙げられる欝。

　　4．塞論の霞的及び梼想

　推譲では，以上のような先行醗究を土台としながら，更にそれらの所論を深化・発展させ，飽方，

これまで瞬部あるいは軽視されてきた問題点を採り上げ，検討を擁えることによって，　賦事欝は変

わった邊という麟麟の全捧像の多面的・総合的な視藻からの麗覇に追むたい。その際，独立した一

薩の文学作贔としての当麟の魅力だけではなく，ジョンソン紅よる飽の戯懸との関連から瞬らかに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たなる本麟の極値・意義もまた考究の鯨象となるだろう。　ゼ事薦は変わった盤と飽のジョンソン喜麟

との共通点・橿違点を分籍・考察することにより，ジョンソンの喜麟の発展・展開史上に本麟が轟

める位置縫係ぷ瞬確になり，本麟への蓬解が深ま箒，ひいては，それがジョンソンによる飽の喜麟

の解瞬紅もつながってゆくと考えられるからである。

　本論文では，おおよそ次のような流れに沿って議講が展麟されることになろう。まず，匿事情は

変わった塞の上演褻後までの作者の生猛愛（縦＄鰻s奄。響〉が，岡縫代の鮭会状溌，特に演麟事矯

を視野のうちに入れながら機説される。次紅，本麟のテクスト成立史のi論題が蔽われるが，それと

関連して，ジョンソンによって工婆ザベス朝に書かれた散逸麟（麺st夢ねys／にも講及したも・。続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レコグニション　シ　ソいて，本麟に焦点を緩む，表題，登場人物の桂会躇級と羅籍，作贔の中の家族縫孫，認知の場藩で

舞饗する氏素姓，非奮灘的要素，ロウ・コメディー（沁w　co搬eδy〉と議麟等の比較的小さな諸問

題が警邏され，読点が分極・換討される．これらを基礎にして，次に，当麟のメイン・テーマのひ

　W董嶽蟹玉s，8識尭郡θ∫び癖≠夕魏8概論郷胴徳撫鰯ダ，Jacoもe罎Dヂ鐡a　S報磁εs22（S盤z　｝t鷺9，A欝．＝葺

　oぞs織豊zも繊墓，欝72〉64一鍵を参熱、σ

i6）羅嚢紅芋B盆s藍erv量盤9《）一i菱｝6；｝至純S　i：3｛峯5－27；登＆rtG駐29一遵4；き護。£めη謡｛墨17－3轡；裂甕9琶s28－32を

　参懇。

i7〉顯に，F艶6寂しTGW鑓sを綴，減却融醜∫翻β齪縦ぴ㈱勘脚r犠ε勲9∫漁郷θパsω膨漉εs（ig471

　厳灘woo鳳　翼Y：Kra疑s　Re夢建寵，欝77）39－4i；D駐t重。鍛　5－6，登一i2；翼os謎童瓢童M童海s，8伽南郷。鴛二

饒葱L醜齪4鞠鎗（LO綴。盤：衰K書，腰賜33－3透，37－38，5i，1i8，262参蕪。
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薦　　学　　譲　　集 第59巻第2考

とつとも考えられる愛の種々掘の開題が論じられる。ここでは，本翻で籔われている愛藻幾つかに

分類され，主要な登場人鞠ごとに，その愛情の整理・分極が行われ，著千の立ち入った考察も換え

られる。その上で，やや視点を変え，舞麟紅おけるヒューマーの萌芽的（gα澱雛a墨〉及び雛型的

（難破ot腰麟諸形態の論題潜，かなり詳綴に遮究される。その章では，ζ事構は変わった露の中

のヒューマーの講義，ヒューマー的人物造型の開題が，突倒に郷しつつ実証的に，奮た，鰹のジ葺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとソゾン喜褻との関連というパースペクティヴの下に，広く深く談じられるが，その蕎祭，心運的意陳

での真性ヒューマー（ge総搬e聡慧盤。蟹）と擬鯵ヒューマー（郵e雛。喰穫醗。蟹〉の区購が重要な

課題として掻われることになろう。結びとして，以上の議論が総懸され，更紅，発展的論考が試み

られる。この籏覆では，当時の文学的状溌と作者の鰯人的事儒藻欝り結んだところに生まれた本麟

の性趨，古代ローマ喜麟のジ璽γソソ的変容と霞マソティック・コメディーの表現様式，愛の肯定

的殴び否定的鍵面，愛簿の鰐象の喪失のモティーフと作者の伝記酌事実の関わむ，盛己の作家的資

質の発見の場としての奉麟，愛と真性ヒューマーとの密接な関係，真性ヒューマーから灘生する擬

徴ヒューマーの開題　Pマソティック・コメディー的要素とヒューマー型人物造型の観烹からみた
　　　のち
本麟と後のジ翌ソソソ喜麟との関連性等の諸点を巡って考察が深められ，議論が欝築されてゆくが，

その過程で，　置事簿は変わった護の本質が，次第に窮醗に浮かび上ってくることになろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビつ
　本論は，解事欝は変わった雲に醒する従来の先行瞬究に，新しく実のある成果をなにがしかでも

付け換えたいという蒙釣から，以上の榛想畢こ健って展簾される。

B　婚留隼までのジ藁ンソン酪伝麟

　　嘩．幼少隼時代
　ベソ・ジ登ソソソは，蔦72年6月i癩に，環ソドソあるいはその近難で，墾職者の患子として，

父親の死後ひと月を経てから生まれたらしい。後に，ζホーソーンデンのウィ婆アム・ドラモソド

とのi対話雲　（8醗ノ厩灘パSCθ鰐瀦鰯毎鐙5魏魏羅濯緬欝∠〉簸辮鋤擁0∫猛3欝～紡織8麟において後

自身力轄ラモソド（i586一簸9〉に語った内容と，紋章局（翫r顧s亨0穣ce〉への綾の略し立て

を総合すると，ベソ・ジ叢ソソソは，アナソデイル（A雛麟δ譲e〉のジ聾ンストソ（Jo墾鍛鍵。鍛e〉

家の子孫であ惨，彼の穰父はカーライル（C＆盤藤e〉墨身で，羅王ヘン夢一八量（頁e獄y懸，在綻

蔦（｝§一47〉に猛える紳士だったという轡。更に，　蓼ドラモソドとの麟語彙によると，綾の父は，

メア婆一女王（M鍵y亙，在位麺53－58〉の治繊に授獄され．，全財産を没叡されて，最後に聖職春

になったようである2㊧。

至8〉本章全体の内容は，特紅，照麗s　i－37に負うところが大きい。ジョンソンに雛わる鷺認酌事実，当時

　の歴史的・蛙会離背景（薄紅，演難事讐〉紅ついては，轟書から要約した癬懸も多い。また，8醜声郷8ガs

　Cむ麓轡撒露θ麓ε麗癖海W蹟f蝕辮伽蜘繍。∫伽ま勧雇ε鐙　（護畿S　i：i32－5茎に薄量叡，重幕下Cθ難航と略護葬

　も鞭時参考にした。更に，ジ晋ソソソの藪記のうち主なもめとしては，先に挙げたM賛esめものの魏に，頁＆S

　i：i－i27；Mar磁磁eC雛te，βε敏練麗好翫ε魏酪魏（輪wYor慰P霊to盈，i§53〉毒物る。

i鱗ω欝．玉搬εs2鱗一3§；R圭麗s5参照。

2｛｝〉　ε唇麗霧．　236－37．
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鮭々木：羅事鋳嫁変わった遍再考（i）

　綬の母親は，夫の死後2．3年して，ある燦瓦積み職人（魏重。羅ayer／と再嬉し，チヤ移ング’

ク鷺ス（C擁r雛g　Cross〉付近のハーツホーソ通り（｝｛議壷。搬L鍛e〉に窪んで，息子を費てた

らしい。ジ叢ンソソの継父として，舞バート・ブレット（衰。艶質B驚ωなる煉瓦積み職人跡挙

げられている。ブレットは，職人としては，かなり威勢を納めた人だったらしいので，もし綾が継

父だったとすると，幼少のジ璽ソソソは，極貧の生活は免れたということになる。だ赫，いずれに

せよ，工蓼ザベス朝の駿業のうちで最も卑しく最も熟練度の低いもののひとつである煉瓦積み

醸。瞬螂2至）を笙黙する継父訴で錐灘，減て楽輪ので購か貌であろう．ジ．

ソソン縁身は，露分はr貧しく育てられた」　（窺醜。慧響鏡鐙麟ooダ董y”〉聯と述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をント　鞍は，7才に達した後のある時点で，ある恩人の後援により，聖ピーター大聖堂韓属王立学校（嚢oy謡

Col至egeo多St．P蕊eジs〉通称ウェストミンスター校（We鍍灘i費鍍erSc鼓oo聾蓼こ入学を許可され

る。講校は，英麟テユーダー王朝（丁益¢丁慧δ礎s，M85一欝盤）踏代の工瞬一卜学校のひとつであ

り，麟内で最も当燈風の学校であった。かくして，はしなくも綾は，エ夢ザベス朝のイギ婆スにお

ける権力と威鑑の中纒へと参入してゆくことになる。従って，ジ芸ソソソの子洪時代の経験め範露

は，社会の籔辺近くと上農の両極嬬紅跨がっていたのである。

　ラテン謎｝とギ縫シア語を重要科響としたこのグラマー・スクール（gr盆欝欝鍍SC盤oo舞で，後壁ま

吉典の学闘を修め，その中には，カトー（C鍍。〉，テレソティウス（Tere叢沁s），オウィディウ

ス（Ov雄沁s〉，ウェノレギ》ウス（Ver癖i塾s〉，キケ濃（C重cero〉，ホラティウス（翼or3額穫s〉，

ルキアノス（撫。量a撫s／等が合憲れていた。ウェストミンスター校でのジ聾ンソソの麟は，ウィ

蓼アム・キャムデソ（W藤a灘C罎δ9蓑，蕗溌一懇23）であり，後に綾は，「ウィ夢アム・キャム

デソに捧ぐ」　（紅ToW「墨欝3驚C＆搬違εR㌻と題するエピグラム（e舞琶鍛搬／の率で，　「キャムデン，
　　　　　　かしら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ

最も畏敬すべぎ頭よ，あなたに我は負う／学芸において我がある総て，義搭知る全てを」　（℃a難曲簸，

盤OS童鵬erε賊難ea透，沁W鼓0盛夏0騨e／A翌翌t醸｛徽懸紐S，磁t醸至k鷺OW，静E擁搬郷
慧．i－2）23）と護った。講校にジ璽ソソソを入学させた当の恩人であったかもしれないキャム

デソは，工婆ザベス朝英覆の第一級の学表・学校教麟であむ，ジ董ソソンの在掌中の墨586年に，後

の代表作の最擁のものである郵ブ婆タニア，あるいはイングランド，スコットランド及びアイルラ

ンドの地誌的記述雲紹溶醗趨挿ヂ，護C融搬9短擁鰯飯麟擁碗θ∫醗9細編，8ヒ薦謝，蘇露

塵8彪簸むのラテン語蔽を上梓した。フィ夢心モン・ホラソド（P｝灘e憩。簸｝量感簸登d，i552一賂37）

によるその英譲本はi6憩年に幾緩されている。

　キャムデソを通して，ジョンソンは多くの知己を得た。蔦86年獲，ウェストミンスター校での昔

の教え予である欝バート・コットン（衰。艶質C畿t磯，嬉警一総綴〉と法律家のジェイムズ・レイ（」搬es

Ley，i5憩一i62§〉，ヘソ婆一・スペノレマソ鍵e簸理恥ε擁鐙，‘．i564－i64麟と共紅，キヤム

デソは，吉鞠醗究家協会（Soc重ety　oずA厩縫臓r｝¢s〉を設立し，ジ聾ソソソは提ぎに亘って，コッ

トンの蔵書を瀦矯してゆくことになる、キャムデンやコットンとのつながりから，ウェストミソス

2i〉B3r童。鍛　iの記述紅擁る。

22〉　Cθ難霞．　239．

2麟本論文では，ジョンソンの作品からの撰罵及びその鐸贔への蚕及は，すべて難蕊Sに擁る。
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タ一校での学友ヒュー・本ランド（｝撫幽き｛o嚢鐡δ，？一驚33〉，古物蘇究家ジョン・セルデソ（」漉登

Se至δe捻，i5艇一i65虜，エドマンド・ボウルトソ（鎚灘認Bo董to貧，‘．董575一‘．i633〉及び夢

チャード・ケア蓼一（騒漉鍵δCarew，蔦55一欝騰／等の学者とジ董ソソンとの交流が続いてゆ

くのである。また，キャムデソは，焉97年に，鮫章院（Co墨髭gao董Rera鍵s〉のクラレソスー紋章

官（C簸re簸。綴x　K旋g　a｛A灘s）に任命されている。ジ葺ソソソは，キャムデソから，古代狐一

マ時代の過去への幾遍感を会得し，擬古典主義的頬海，清教主義（興ri線譲s灘〉への幾霧的態霞

を譲珍受けた。しかし，綾は，第塵学年を越えては進学しなかったらしい。恐らくは，継父の意陶，

経済的蓬震などから，焉88年掛蔦89年，すなわち賂才の壊に，全教科課程の修了をみずに，後はウェ

ストミンスター校を去らねばならなかった。

　さて，この特恵までのジ叢ソソソの人生，つ重鯵，その幼少年窮の箋遇において，農分にとって

非常紅大勢な掛け替えのないものが，次々と鍵奪されるという体験を，彼渉身に泌みて陳わってい

ることが注馨される。破がドラモソドに語ったことを盤濡するならば，父の代に，家の全財産溺没

鞍され，その父とは，衰分の生まれる以麟に死駕している。その後縁幾が煉瓦積み職人と再婚した

ことによ鯵，母親の愛簿の一離も露分から奪われる結集となった。これらの過程で，紳士としての

身分も，綾から失われてしまったと考えられる。更に，綾は，ウェストミンスター絞での学習課程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もと
を修了することも許されずに，実の父親の代運豫とも見鞍さるべぎキャムデソの許から無蓬や鯵瞬

ぎ離されたのであった2毒。

　　2．青　隼　鱒　代

　学校を中途退学するとすぐに，ジ璽ソソソは，後の纒父の職業，つまり練箆積みの徒事に麓けら

れ．たのであろう。しかし，綾はこの職に耐えられず，i59i年暦，蔵海溝岸の低地帯（LowCo慧瀧薮es〉

に駐屯する英羅軍に一兵士として参擁した。綾農身の獲慈によると，後軍中，彼は薦陣営の癒繭で

敵兵を殺害し，この兵士から沢山の戦瀦晶ぐ鐙搬＆議。難バ）を奪ったという箆。間もなく帰英
　　のち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つまび

して後暫くは，後がどんな種事に健零したのか審らかにしない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
　ジ壼ソソソがドラモンドに語ったところによれば，青春時代の霰は，好色に貌鯵，弾けても人妻

との欝交を楽しんだらしい鮒。しかし，焉鱗年筋層翼露こ，鶏教巻髪マグナス教区教会（P麟s難C簸雛磁

。董S童．麓鋸欝s撫e簸ar韓／にて，後はアン・ルーイス（A離8Le麟s〉という女性と結婚して

いる。縫弟は．まる7年間の年季を翳め上げるまでは独身でいることが法的に義務付けられて鴬琴，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホユわも
裏鋳22才のジ聾ソソソは，まだ年季の途中でしがなかったので，結婚により，瓦職人・燥瓦積み職

人線金（丁重董ers’餓δ翫墨。羅ay硬s’Co搬夢鍛y〉と綾との縫係は一時的紅絶たれ，綾と継父とを結

び付けていた職業的紳は，ひとまず失われたと推灘される餓。

　ジョンソンが演麟馨に身を投じたのは，恐らく焉鱗年墳であった。彼は蕨睡りの役毒一座に骸わ

2嬉以上のジョンソンの喪失捧験は，Rl喜gs露にまとめて鑓載されている0

25）　εo㌶書．　2z皇4一塁6．

26〉　Co霧び．　287－9遵．

27〉しかし，主に経済的窮乏の故紅，綾は蔦98年から蔦弱年の購に瞬縫合に簾大している。この闘の事蟹につ

　いては，R重g琶s53一騒に詳しい。欝せて，B鍍。爵の叙述も参熱。
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り，トマス・キッド（丁泌磁鶴K畷，i558一鱒の駄ペインの悲麟（7魏S鋤醜恥9紛，C、

蔦8のの主役ヒエ臼ニモ（箆ero鑪盤。〉を演じたりしたらしいが，この離縁はペソブルック伯一座（舳重

。ずPG盤翫。藪ざs蟻e扮だったようである。この闘，蔦96年の春には，長男ベンが誕生している。

蔦97年の鋳巣にペンブルック猿一座が白鳥座（τ短Swa糞丁艶礎re／で公濃を行なっていたとぎ，

ジ蓑ソソソは綾らと雇矯麗孫にあった。霰は，僻優としては飛癬な成果しか納められなかったので

あろう。王597年の初めに，，綾は，更に尉な職業，すなわち麟作に手を染めようと決1心するのである。

　幼少年難の喪失体験によって心中に深く澱み込叢れたと患われる不溝・悲哀・焦鐙・憤怒・怨念・

屡蟻・頬麟等の熱塊を捲いて，ジ睾ソソソは疾籔怒濤の類き青年鰻を過した。家業の藻瓦積みの放

響と志顯兵としての畿復，戦地での武勲，徳人の女欝を寝取ることへの執心，籔瓦積み職人緩合と

継父からの離反等の鐵来事も，彼の少年時代までの精神的魯傷性（重r鍛搬廊のの被製奪・喪失体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざま験と窮り離して談隣することはでぎないであろう。一種八方破れなジ聾ソソソの生き様の裏灘に，

綾の精神の馨々たる著懸が謹み取れるのである。転々と職を換え，遂に芙職とも言うべぎ麟作に遮

り着いた当被に書かれた芝居である密事簿は変わった退紅は，轟然，後の喪失体験が色濃く反硬さ

れているはずである。

　　3．講時代の演麟献況

　ジョンソンが麟作家としてデビューする蔦§7年までに，演灘は，工夢ザベス朝英蟹の主要な成長

産業のひとつとなっていた。i576年の麟場座（丁艶丁短a重re）に始まる，賛ソドソの常設麟場の

建設によむ，イギ鯵ス史ま二籾めて，謄本を書くことによって生計を立てることが可饒に．なった。ひ

とたび，役妻たち潜βソドンの難場に移動して来るや，後らは，新しい芝羅に薄する，麹くことを

難ら綴未曾虜の需要紅遭遇した。蔦95年当時，皿ソドソの靉靆者の総数は，填万人をかな鞍下罎っ

ていたらしいので，都会の観客の大難分を絶えず引ぎ付けておく唯一の方法は，レパート夢一を変

えることであった。当蒔の郷本の標準的な寿命は，約2選鷲であったというから，新たな芝居を次々

に求める需要を満尾させるために，麟羅は麟作家という新しい職業を麟移鐵したのである。欝欝年

のジョンソンは，来るものを推まず，またそれだけに，競争の灘越な売り込み市場に参入して行っ

た。

　しかし，麟作家が総て一様であったわけではない。一方には，プ獄の僻優・書爺・事務員・書籍

藤等を含む織人的麟作家の一群があ弩，飽方には，教会や行政等の仕事のために教官を受けな渉ら，

代参の職業として麟作iを選んだ大学卒業生たちの一鑓があった。麟者のグループに属する麟作家に

は，ジ聾一一ジ・ウォノレプノレ（Geo郵geW譲墾慧縫，露、i57i－76〉，農バート・ウィルソン（衰｛）漉妓Wi熱。簸，

？一i6GO〉，夢チャード・タールトソ（盆墨。蓑ar6Tar鍾。鼓，？一亙588〉，トマス・キッド，アソト

ニー・マソデイ（A溢蟹。葺yM灘δ盆y，蔦6β一落33），ウィ瞬アム・シェイクスピア，トマス・ヘ

イウッド（丁舞。盈3s｝髭ywOOδ，ε．葛鰹一欝薮〉等がいた。また，後者の集懸に所撰する麟作家

としては，ステ仁ヴソ・ゴッジソ（Ste織e簸G。ss・鍍，玉5騒一i62遵〉，ジrジ・ピール（Ge。rge

馳e垂e，15総一9の，ジ遡ン・嚇一（」薇簸Lyly，ε．i554－i総6），ク畔ストファー・マー韓ウ

（C｝墨r圭sto多｝詑r蟻a擁owe，i564一§3〉，　トマス・ナッシュ（丁盤。鐙＆sN＆s簸e，董567一墨6磁），欝

バート・グ婆一ン（段。もe魏Gでee葺e，i558－92〉，トマス・欝ッジ（丁難。盗asLo4ge，玉558－i625〉，
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ジ葺一ジ・チャップマソ（G20rg8C蔓鐙溢脇，‘．蔦5§一鶏3磨等が数えられる。ジョンソンは，

ヒエロニモの役を演じた一人藩の役養であり，ウエストミソスター校のかつての学生であり，後年，

オプクスフ産一ド大学（OX麺越馨擁vers量ty〉から名誉修士号を授与された学者でもあった28〉。

鍵って，騨本家という新しい職業人の緩蘇で不安定な地紋は，ジョンソンの人生初鱗の多面的で複

雑な境：邊と符籔を合わせているとも箆敷され得る。シェイクスピア，ジ聖ソソンそして霧時代の麹

の麟作家たちの偉業は，大衆潰麟と正焼の学翼という二つの伝統を統合することであったと考えら

れるが，この鋳銭は，これらの伝統が鋭く薄立する時代でもあった29）。

　玉5§7年の蔚半までに慶事構は変わった曇は執筆され，瞬時代人に好感を与え，特に先輩作家ナッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべ
シュの漉覆を惹いた。ジ避ソソソは，露分の作贔を通じて，饒客という社会と交渉する講を学び姥

め，平瓦な後妻から羨途有望な新参麟作家への転身を麟つたのである。

　　4、　罪犬の島選事欝とその後

　婚97年の春には，トマス・ナッシュもまたペソブルック懐一座のために1麟麟を執筆していたが，

後のζレソト耕運選　（捻寵醗＆麗が，蔦99〉によると，綾§身が害いたのは淳麟（搬醜蕊沁紛と

第i幕のみであり，飽の厘幕は，後考たちによって勝手に書ぎ簾えられたらしい。しかし，ナッシュ

の共作者として，具体的に名繭が続らかになっているのはベソ・ジョンソンだけである。この罫犬

の島選　（7勧／3鎗θ∫え海gε，焉9？）の完成作品を見て恐れをなしたナッシュは，急遽ヤーマス

（Y鍵盤。磁鎗へ逃亡し，教1漢された靉靆は，躍麟享楽蕎によって上演を禁じられた。　匿犬の島嚢

は散逸し，今ではその内容の詳綴を知ることはできないが，これは，宮建議鰹を含む極めて破壊的

な作品だったのであろう3§）。

　欝97年の蔓におけるζ犬の島壌の上淡紅録し，趣密競（Pζ量vy　Co聡。濁は異常な厳罰を以って

臨んだ。7月28馨付けで，麟場闘鎖の命令が発せられ，8月i5難こは，ジ璽ソソソを食むペソブルッ

ク娘一整の麟懸嚢の一額を逮捕・授獄した鴇の公式文書が趣された。もっとも，極密院の本意は，

猛月の1縫までの一時的な凝場の絹鎖であった。欝欝8欝縫けで趣密院より発せられた第3交書で

は，マーシヤルスイー監獄（M＆r識＆至sea　Pr重so麟の典獄（Ke鐙er〉に鰐し，饒優のゲイブ夢エ

ル・スペンサー（Gめr賊S欝簸cer，？一i598〉，鶴バート・ショー（衰。もe魏S飴斑，彦．i597）

と共にジ渥ソソソをも毅敬するよう紅捲示がなされている鋤。だ蔭，麟場が再簾されたとき，王

28）ジ理ソソソヘのこの名誉学位の下賎は，驚欝奪のことであると考えられる。詳しくは，R量客gs2磁一62参

　黙
鱒〉以上の観察・見解は，衰豊麗s27－28に依擁している。

謁〉この段落の記述に麗しては，恥獅麟5θ∫陶脚＄擁s忽，5v虞s、，磁、衰、B．厳cK¢蟹ow（i鱒4一憩；

　COπec艶6rβt．，0溢or6：獲＆盈we産室，簿58〉3：語畦；懸＆S　i＝器7；欝麗S32；鷺ε魏O費§一驚を参黙。7加

　去s鎗倉∫Pog5の轟容は，83rto簸欝；R逡gs32において雛灘されている。また，霧鍵とLε纏碗S魏穣乙つい

　ては，トマス・ナッシュ作，愛撫饗二・多懇畢蔵美談窪文なしピアスが悪魔への嘆類遜靴墨堂イギ饗ス書典

　選書第3巻（靴墨堂，鴛7窃串の「談者はし疼き」の騒一猫頁も参考にした。露みに，特にグ雛テスクとい

　う点で，ナッシュがジ巌ソソソに与えた影響紅霞1しては，翼ε難裂盤。｛艶s，E霧綴翻繊麗G郷翻灘ε（L｛搬δo糞：

　RKP，欝8｛｝〉i3i－65に詳しいひ

3聾7魏魏8δ∫伽欝の上演により惹起された紛争に翼わる公文書については，慧＆S　i：雛7－i8参黙。
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叢々木1ζ事構は変わった雲再考（玉〉

室禰典馬長（Mas艶で。釜甑e　Reve至s）によって上演許可が鐡されたのは，極密院が後援している

二つの麟羅，すなわち宮内大難一座（Lo羅雛餓ber醸盤シs雄e盤〉と海軍大蓮一座（LordA遣瀬でa　’s

麓e登〉であり，ペソブルック償一座は，その薄象からは除外されたGジョンソンの多分第2の芝

居を上演したペソブルック懐一座への韓いは，海人かの役者の投獄，麟欝の解体，大廻ンドソ躍か

らの永久の放逐であった。　羅犬の島壽の上演に嬬を発する蔦§7年の一連の鐵来事は，英露演麟史上

の分水嶺となったとも韓断でぎる。以後，演麟は次第に，密奏藝こよる監視・藻護・支醗の鰐象となっ

て尠くのである32〉。

　海軍大鷲一座を率いていた興行主フィ婆ップ・ヘソズ鑓ウ（P醸沁騒ε惣s沁we，？一i6鷲〉は，

ζ犬の島雲にまつわる混乱に乗じて，ジ聾ソソソを含むペソブルック綜一座の数人の鑓員と繭買上

の契約を結んでいた。　ζヘソズ蟹ウの馨記麟　（伽sめ欝どS∠〉∫］礎y）をこジョンソンの名が最密に登場

するのは，奇しくも，極密饒により麟場雛鎖の命の発せられた7月28欝である識。綴敏後のジ葺

ソソソは，チャ婆ング・ク揮スの近鋳に戻弩，すぐにヘソズ澱ウの許に猛事を晃つ睦た。今や，後

の生計の成否は，薔薇座（猟e　Rose　T魏罐e〉で公演していた海軍大臣一座と共にあった。この

後暫くの閥，彼は海軍大臣一座のため瓢脚本を書くことになるのである。

　こうして．蔦97年の終参硬までに，ジ避ソソソは，一慈役姦から麟作家への転身を果たしたと考

えられる。それは豪た，以後長きに豊って展麗される緩の職業生活の舞台の幕縫きでもあった。

欝　テクスト成立史脇

　　藩．　麟作・窃演

　謬事構は変わった雲は，ジョンソン作の現存する最籾の鐵麟であり，我々が現在§にすることが

でぎるテクストの大魚分は，i597年の薦挙贋に一般の観客向けに執筆され，ペソブルック伯一塵に

よって初演されたらしい35〉ぴナッシュは，その窪レソト料理盤の中で，　「医事欝は変わった遜と

いうあの機智に富む芝居」　ぴ癒謎w搬y盛ay　o鋒麺Cβε8蕗凄艶紹♂）として，楽劉に好意的に

言及している鋤。翻ソ麟躍が書籍鐵版業懇合登録簿（S懸。葺ers壌eg醜δ継販登録

されたのは蕗弱年i月簸響のことである渉，実際に執筆されたのはテ蔦98年の羅甸簾（Le擬）の

難闘牛であった37〉。ナッシュは，ペソブルック懐一座のために露らも（そしてジョンソンも〉そ

の舗作に関与した謁麟翻露犬の島雲がもたらすであろう災羅に恐らくは震憾して，婚留年の夏にロ

ソドソからヤーマスへ遽産し，焉98年の幾は暖地に隠棲中であった。従って，Pソドソを離れる以

醗に，瞬らかにナッシュは匿事構は変わった磨に遭遇していたはずである謝。僕優として轟是の

32〉英羅演麟史上に羨める瞬麟上演の意義に麗するこの饗齪は，R量麗s3蔀こ負っている0

33）　｝｛畿S　　i　i　：3（＞7参ご員難、e

3嘆〉　本章｛7〉執筆素こ妻釜孟二って姦ま，　と辱わけBas藪erv圭難鱒一9i；｝｛＆S　　i：3警5一〔》7；露arto登8－9，28，3董一32，

　鱗；鍛。至〉o艶盆鷲一欝1擬鰓s28，32の窮達を参考にした。

3§〉8齢短rv灘鍍；翼＆S　i：3§6；鷺簸。盆2蓼警護3＆登。鼓鍵；麓cDo艶灘i7；R至墓gs28を参懇。しかし，霧

　えば当灘の執筆年代については，翼os碑。賞姦y66，6§一7｛欝こ異説渥ある。

36）7勉駒焼＄θ∫刀め棚／惚惚3：2欝参黙α

37〉登＆S　i：3｛懇；R茎g暮s2零に麗る。

38〉　衰垂竃暮s　28．
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醸　　学　　論　　集 第5§巻第2号

ゆく威勢を納めることのできなかったジョンソンにとって，蔦留年の講半は，役者から麟麹作者へ

の転換グ）成否の掛かった重大な転機であった。

　その翌年の慧98年に上灘され，今霞で縁より鍵評の高いζ十人十色遷よ琴も，　解事濤は変わった嚢

は，むしろ興行的には成功したらしい39）。本麟ぶ当鋳の人々に軽薄象を与えたという証縫は，先

達のナッシュの評琶1以外紅，も幾つか捲摘できる。エ6｛灘年鷺のジョン・ボデナム（Jo銭盤欝。｛艶盤盤3膿，

鼠駕毒§〉の詞華集（鋤漁。至徳y〉，露望楼，あるいは詩神の庭護（βε傭鹿防，醐醜ε磁葱醗砂醜ε

鰍鰯には，購晒らの琴鰯が4翻激められている鋤．鋤るに，チャーノレズヴィッツジェフ

婆一（C姦鍵豊es　F彪g80琵rey，ε．i575一蔦38〉という名の若き童ックスフ浄一ド大学卒業生は，結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エピグラム論的にはジ三ソソソの現存第i喜麟を称えるラテン語の寸鉄詩を作絵，欝鍵年に臨麟に付した遵葺。

　　2．後の撫筆翻分

　盤紀の変わり目墳に，　謬事欝は変わった雌は，王室礼拝堂少年麟羅（C娘羅艶鍛。重出e　C麺脚互〉

すなわち後の黒懸崖少年灘鐡（C鼓室継re鍛。釜騰ac雄r鍛rs〉のレパート1ターの中に換えられ，私設

麟場（邉薮v雄e慮e＆tre〉での再演建evlv譲〉をみるに至った達2〉。この時点で，アントニー・マソ

デイを講麟する蟹頭の場懸（至．鯨が書ぎ簾えられたようである嘆3〉。マソデイを議したアントー

工孝・バラデ仁一ノ（A齪。盤。βa嚢3縫雛。）が，「繁の緩み立てが最も上手な者として羅紅離麟に

なって」　（轟脇蟹鑑t証驚a羅y　for議εもe畿爆破teず）　（至、1董．78－79〉いると評される鶴瞬は，

瞬らかに，マソデイをr筋の緩み立てが最も車手な老3　（幽もest鐸ot総r”〉と賞賛したフランシス・

ミアーズ（罫給R媛s　Meres，蔦65一欝47〉の匿知恩の宝葎遜　（Pα磁波S距擁魏／の一廉への灘楡的

な言及である鋤。露書は，ま598年9月7嚢付けで書籍鐵蔽業緯合登録簿に記載されているグ）で，

置事構：は変わった垂の中のマソデイに関わる問題の場藤は，それ以降に癩筆されたものに聞違いは

ない鶴、当該場難解，後から饑えられた藻分的変更の産物であるということの拘的証擁（童醗e難撮

ev孟δe簸ce〉は，以上のみではない。

　岡麟の第垂幕第5場（特に，欝．v．32と36－37）では，ピーター・アニアソ（Pe重鍵0癒。麟σ）

ために薪小詩」　（縄δ鍛ジ〉を作るのを弱き受けたのは，ヴァレソタイソ（V歌茎e畿塗8〉であるとさ

れても、・るが，現テクストでは，第i幕第2場で，アニアソのため紅「癖かう豪い逆諜詩か寓意詩」　（㌔0盤ε

墨）r8tyP窪編θκorSO盤e澱轟9θ〆ン静）の｛乍威をジューニパー（Ju纏夢er〉から依頼されるのξま，バラ

ディーノなのである（亙．重量．M一欝〉。これは，特配現テクストの第i幕第2場第M一篤行におい

て翻り蚤てられる役割が，後になって，ヴァレソタイソからバラディーノヘと振り向けられた瞬確

39〉欝麗s魂5．

蓬（彩　｝墨畿S　i　：3総鷺　董　；B我r｛o窺　33；衰童ggs　32．

4舞B盆貫oR3i；費量霧暮s32，37毒こ擁る。騨エピグラムは，簸蕊S鷺：37｛蹄こ収載されている。

42〉登art盤3iに鎚る。

総〉Bas紮erv灘蟹；薮畿Si　l3§5一（賂謹く職G蓑25－26；建a汽。登3i；M難es溌；Mc£め総娠i7参黙。マソデ

　イヘの護蒋に鍵して更乾詳しくは，薩＆S9：鐙8一騰縫、ll，3驚戴至．ll．畿一62参照0

4毒8as短御講艶一鍵；E＆S　i：3総参黙。

嘆5〉　｝｛＆S　茎　：3総．
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薩々木：ζ事椿は変わった遍再考（麟

な証鑓であろう妬〉。

　バラディーノの登場する問題の場懸渉，i6総年より醗紅簾筆されたとは，ほとんど考えられない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イニシャル先に挙げたボデナムの匿望楼藷は，“A．羅．野によって纏集されている渉，この頭文字は，毒灘棄聞違

いなくアソト二一・マソデイを撰していると推定でぎる。掻く常識的紅考えて，マソデイは，露分

霞身が誕鵜されている藪麟からの披鋒を，嚢分が編纂する詞華集の中に叡載したりはしなかったで

あろう。従って，　匿望楼選の鐵版され1た驚｛婚年，あるいは，少なくとも国書の縮纂の時点では，マ

ソデイがジョンソンに懐みを抱いていたとは考えられず，ζ事構は変わった嚢の盛該場面勝藤筆さ

れたのは，それ以後のことと推灘されるのである麟。つま勢，外的証継（e獲e鷺a豊ev鯉e簸ce〉か

ら，鷹1題の場面の撫筆鋳難の上陸垂ま，絡｛｝G年覆と見做される。一方，　ヒューマー麟の流行に鰐する

バラディーノの購獅（亙．難．欝一6鱗から，この場の簾筆の丁張年代も董6春《｝年からあ重り遠いもの

ではないことが推定できる翻．臨に，チャップマソの纏力療た一環（護無難欝欝勲爵

餓擁紛が上藏されたのは蔦留年であり，ヒューマー一講§連の深いジ慕ソソソのr喜麟的譲麟」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　せ（“Co磁童。＆難S翫賞e弩三連作の捧羅を簸るゼ骸非詩人雲　（Pθ診紐綴群）潜上演されたのが悠綴年の

ことである。

　少年麟懸による私設麟場での夢バイパルの際に行なわれたと考えられる参事簿は変わった盤の原

テクストの改変は，麟頭の第i幕第2場以外の籏漸でもなされた可能性がある。舞えば，第2幕第

7場の前半では手ヴァレソタイソによって，英蟹を擬した「ユートピア」　（“穂拶舞バ〉　（賢．畷．翼〉

の演麟雰（特に観客〉についての噂話が語られる。観客に薄するここでの撹舞的態度から考えて，

この場1蚕は，ジョンソンの「奮麟的議麟」群執筆の最中かその直後に暑き是された公算が大きい鋤。

勿論，これもまた推灘の域を裟ない。

　　3　董δ§§隼の霞新蔽鋤

　齢事欝は変わった磨漢勧めて上梓されたのは欝欝年のことであり，國年i月26段紅書籍鐵版築緩

合登録簿に鐵版登録渉なされている灘。この羅摂本は，その露麟の杜撰さや隅喜麟に鰐する後の

作者の態度から推して，瞬らかに作者霞身の援麟や許可なしに鐡版されたものと考えられる52〉。

当時，特に謬ヴォノレポウニ，あるいは獲選　（級〉夢θ解，o彩ず舵盈溺，鯵（絡〉の興行的成功などに，よっ

て蔑に確立されていたジョンソンの文学的声望に乗じ，一儲けしょうと意嚢する農版者の隠密の企

てであったのだろう。

46〉9＆S　i：3総；鍵＆S　9：324欝欝．v．32；B磁OR謎参熱。

蓬7〉β＆si驚rv灘9i；慧＆S　i：3｛矯；8arto鍛32に』擁壁る。

磐〉騒＆S望：3総；慧畿S　9：3欝良亙．1墨．磁一62参熱。

達§）魏魏G盗32参黙魯

5｛｝〉1磯璽摂叛を含むジョンソンの蕪品の露癬諸版紅ついては，琵畿S9：9一捻に詳しい。更に』，この点に麗

　しては，D．翼e￥w凝68r㏄藪，淫8醗海撒α｝撹鱗∫錐（醗GO灘搬癖｛搬：麺磁鋤a籔》，鯵83〉227－28，2綴

　において，篠硬にまとめられている。

5聾H＆S玉：3｛｝5；R童§窟s32糞こ罹る。

52〉この薫については，簸＆S至：論51慧＆S3：§§；P滋to魏61BartGn　g　l麓。参。盤鍵i7も翼見解で

　ある。
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姦　　学　　講　　集 第59巻第2葺

　購霞折本6装逡姦ジ（とびら〉には，2種類のものが知られている謝。第i，第2の表題紙には，

各々，以下の記載がみられる。

（舞　　B2翼：亙0醤SO翼，〆E欝／CAS翼工S　ALT建設董〉．／As賛｝董蕊盤beeRe　s縫猟量ry毛玉搬es　Aαeδ

　弩yt盤e／C醗徴e簸・衰難eβ茎段。藪eぜr重ers．／めev董ce．韮／瀞LO榊0酬Pで雛e贋破

　8激雷勧蝕繍＆雄鉛麓，（董we蓑重賞琶沁P＆雌es／C簸鷺。蓋一yε瞭墨簸eere縫蔓εgrea毛織。ギ出｛董oo麺e　o董

　S．／茎〉＆鵬sC蓑礎。熱．i6β9．

（2｝AP璽eas鍛tCo盤eδy，〆CALLEP：／丁簸eCaseisA茎te羅、／As詫｝主a嶺急ee慧es妓無欲y

　曲es経。譲むy　t地〆。雛毒e簸。玄t盤e　B捻。レ嬢e欝、／Wr滋e貧魎B顕」0翼SO翼、〆［De耀ce・3

　！ω麗PO鐸，／P舜畿e縦。τB厩耀傭伽5観纏，罐6購羅鋸歯耀難9那，／a認騰奮obe

s磁att盤egre麓翼。曲一6。。re雌S曲tP象擁esC薮慧rc簸．16倉9、騒〉

再表題紙とも，著者としてベソ・ジョンソンの氏名が挙げられ，盛輝本が黒繕座少年麟羅によって

これまで侮蔑も上演されたものであることが記されている55〉。だ渉，綴では，患販表としてバー

ン藤ミュー・サットン（β麟難G沁盤e璽S甕亀。㊧の名藏しか挙げられていないの紅薄し，／21では，

それにウィ婆アム・バレソジャー（W鍛捻鐙β鍵re簸琶er）の名が藤えられているσ

　　4．鋤・二摂灘・ら紅イ韮メー蔽へ謡

　絡掲年にジ叢ソソソは，二新蔽の蓼著作集薯を鷺付したが，その中に参事欝は変わった遜を皺め

ることを振否した灘。瞬著作集に韓麟される最初の作品の栄誉に浴したのは，かなりの改訂を施

された形でではあったけれども，蔦98年に宮内大矩一座によって上灘された謬十人十色遍であった。

蓼十人十色選において表明され，「嘉麟的譲勅」三編作を通じてよ尊厳穏に確立され，円熟難の戯

懸へとつながってゆく藩謂ジ葺γソソ的（JGRso譲a鐙な影統性の機念の見地からすれば，第玉・

二折本ζ著艀集露の中に翻事藩は変わった薯が見当たらないのは，作者が，もはやこの縛難に瞬喜

翻への興味を失っていたからというよりも，むしろ露分の手に成る霧麟の存在を積極釣に否定し抹

濃しようとする努力の績果であったと考えられる。

　窪事情は変わった遜は，工婆ザベス朝末葉の覆マソティック・コメディーの流れを澱んでお瓶

裏然シェイクスどア喜麟の影響をも受けていると推定される58〉。バスカヴィルによれば，隅麟の

53〉擁8菖S　i：欝5参黙。

54〉W、E．S縫拠，e｛圭、，7漉（潅認総ノ韓群雄，Y盆艶S臓61es搬露盤麟麦s｝‡56（翼e駕鷺ave聲：Ya楚奪峯｝，igiア〉

　3，　5，　7；銭＆S3：9睦に鎚る。

鶴第2のタイトル・ページ㌶ま，ベソ・ジ壼ソソソの名義の熱・異形も存産する。この翼題に灘もて籔艶拠

　v綴；賢＆S工：3穏；騒＆S3：95－96参難。

総〉ジョンソンの舞贔の第レ第2・第3・二摂叛及びホエイ軒腕こついては，｝簸S9：i3一級88穫訟

　i2§一35，i38一薮の詫事壽群纏である．また，これらの諸飯に臆しては，翫㏄襲爵一8L驚5一餓227－

　28に篶潔な記遽がみえる。

57〉賢＆S　i：3蕊；翫tto貧設一捻；璽cDo盤羅貿参照。

露）この点については，特にMc董〉o澱熱馨，2嘆一39参慰む
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盤々木1ζ事鷺韓変わった遮再考（i〉

諸々のモティーフや素糧には，　r蕗97年漿の麟文学に瞬らかなほとんど全ての趨勢」　（㌔e磁y　ev8ry

c嬢艶雛旗撚ls　a無are簸毛無出eδr＆盤3＆rG繊鍍i597”／が含まれているということである5§〉。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス　タ　イ　ル
後に，エリザベス韓の大衆文学に鰐航する形で露分露身の特有の表現様式を築き上げていったジ量

ソソソにしてみれば鋤，当時の支蕊的流儀に従って形成された謬事鷺は変わった嚢は，真の衰分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ままの表義形式を発見する薦の縫第時代に書かれた異質の遜予的作品と感じられたのであろう硲。講

麟1のシェイクスピア的麟形式華こ思いを致すとぎ，飽の幾つかの麟麟と共に，，霧麟がi6賂年の謬著作

集墨から撲除されたのは無運から識ことと考えざるを得ないG

　ジ至ソソソの漫（璽637年〉‘後，i6鎗年か鑓6纏年にかけて鐡版された2懸本の第2・二折販（Seco総

βo蓋沁〉　蓼著作集壌にも，　慶事簿は変わった書は薮載されていない。更に，露盤年鷺行の第3・二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ新版（丁醸縦覧。鼓。〉　ζ著作集遍においても，瞬麟は蕩の弩を見ること麟でぎなかった。しかし，

ジ聾ンソンの作贔の劔の鍵覇釣版本と言うべぎ7巻本のピーター・ホエイリー（2碗磁W簸磁ey〉

版において，遂に購麟はジ慧ソソソの正典（c謹。麟の列に饑えられるに習った62〉。ホエイ夢一

腰の鐵版は葺56年のことであるから，賂縛年の難折本以来，　慶事簿は変わった雲の鐵版界への再登

　　　　　　　　　　　　　けみ場に，は，実に蔦§年程の星霜を饑しなければならなかったのである。

　　5　余録一ジョンソンの工1タザベス朝散逸麟

　ジ至ソソンは，欝欝年議藪の二新販匿著作集壌の纒纂に際して，過去の露分の作品のうち，少な

からぬ数のものの叡載を撰んだ硲。その2年後，鐡まドラモソドに，衰分の喜麟の半知鄭麗さ

れていないと語っている鱗〉。また，翻8年獅のフランシス・ミアーズの臨恵の宝麟では，

「本邦最i姦の悲麟ぞ乍家」　（嵩。纏r加st乏orTraぎe｛灘e”）の一人として，ジョンソンの名蘇むミ挙げら

れてお鯵，それらの悲麟の全て麟失われていることも忘れてはなるまい硲。　鼠十人ナ色遜，　窪ヒュー

マー置雛　（伽ツ蜘θ躍磨研悪趣撒劉，王599〉，鵬の女神の饗宴遺　（c擁惣’s纏お，聡◎§〉

及びζ骸非詩人糞を験けば，工婆ザベス朝時代に麟作された飽の全戯麟は，欝欝年奮のジ翌ソソソ

の窪著作集誰には含まれていない。

　幸か不幸か，　参事簿は変わった遍は，娼総年に著きの認可なくして囲蟹飯で鐵販されたが，工婆

ザベス朝に書かれ散逸して題名のみが伝わっているジョンソン作の芝緩だけでも五つが知られてい

る。このうち，ζ犬の島遜はナッシュと（多分〉鰹の人々との共作の認麟麟，鐵熱い怒穆もすぐ冷

める雲　（紬蓄麟g傑飴傭α〉θ」躍，i598／はヘソ婆一・チェトル（薮e鍛ryC｝墨e撮e，ε．i56§一ε．i｛灘7／

とへγ婆一・ポーター（欝eRryPo銑er，？一捻9鱗との共著の喜1製，　蓼プ蓼マスのペイジ雲　（Pαg2

σ∫P秒脚駕醗，蔦鱒）は駐マス・デッカー（「臼鮭。瓢asDe紘硬，c．焉72一欝32〉との合作の悲麟，

59〉Bas婁聡汽雇難i（添紅擁る。

鋳〉Ba質。簸28参照脅

6麟9覆S王：3｛汐；McDo職歴1｛量i7，24参懸。

62〉8ギoc藪8聾こ擁る。

63〉簸＆S　i：3｛難；Ba蛇。麓8－9に擁る。

6遵〉　（ユ｛｝麓び、　393．

65〉縫＆S王：3奪5；｝｛蔑S　ii：362；P破to麹盤一i2；Barto簸　91R逡gs55参窯。
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露スコットランド王ロバート二挺選　（融襯11κ麹go∫＆耀s，蔦§9）はデッカー，チェトル及び

（恐らくは）ジョン・マーストソ（」曲簸臨麟・麹，i575一至6鋤との共懸執筆の悲麟であ鰍

麗むし野ヤづ以磁伽1伽θ甑爵，i鋤のみは，難で書か繊悲鰍ったら捷戦

その懲こ，i㏄2年蔽の駄ペイγの悲鞠への5挽物擁筆とβパート『・ア覆ット（恥漉震躍磁・
　　　　　　　　アソソリジハ舜．i6鯵劔纒纂の詞華集窪イングランドのパルナッソス曇　（勘9蝕鋸ンε勘耀ε膨3，硲倉倉〉の中で

ジョンソンのものとされている患典の突き歪められない三つの漸章溝，工夢ザベス女王の治盤の晩

年のジ．ソソソの業績の片鱗として励ってい評）。

　ジョンソンが，i6欝年の第レニ折本露著作集毒から，工婆ザベス朝に作られた講本の多くを除

外し，それらを忘舞の灘に沈めようとした遷密として，それらの多くが共著の童舞だったという事

実，また作品の完繊度の開題が挙げられるかもしれない。しかしな溺ら，主要な蓬密として考えら

れるのは，表現様式上の鶴題であろう。第i・二新版に含まれている作品は，作者潜それによって

半蜥献言薦されることを望ん翫較縮羅一貫し澗灘の鰯眺のであった総〉．その鰍

とは，藪曲麟して言えば，蔚にも触れたように，時人＋麟に隷・て察覚蝕壊窮さ瓦次第

に確立されていった高痩に懸性的特籔のある褒現形式であづた。　Oしかし，ジョンソンによって工

響ザベス期末難に書かれ，後に拒絶された戯叢群は，講時代の一般的表現規範により忠実に基づい

たものであったと推灘される硲。その運鐵として，この時難に，後は露分独特の表現方法を模索

途上であったこと，重た，鋳銭の好轟に従わなければならないような経済的窮験に置かれていたこ

となど渉旛摘できよう。

　とまれ，ジョンソンは，好むと好まざるとにかかわらず，麟作家としての欝己形成簸紅当たる工

婆ザベス時代末葉に，色々な種類の大衆的芝居に共同・単独執筆の形で深く関わ袴，その影響を受

けたのであった謝。そして次第に，それらの正夢ザベス朝大衆演麟に麟宣する姿勢で窪分露身の

特徴的表現様式を形成していった後は，ジェイムズ一重（無難es夏，在位露盤一25）時代のi磁6

年に，自らの過去の麟慈の一藻を葬り去るに至るが，後難諸喜麟，特にチャールズ一重時代のζ新

し亭邊，　匿磁力夫人曇，　ζ樋勅語選等において，自分が工婆ザベス期末難に麗わった大衆的濃麟様

式を再評癒することになるのである7i｝。

　甥ザベス時代末葉研597年に著わされ，簸鋒の第i・二折版躇作難から除外隷た陣

懲よ変わっ繊払・う作品もまた，以上のようなジ蓑ソソソの騨鰍筆・鐵蔽史の理解の中で捉え

られね韓！ならない。

δ6〉ジ葺ソソソの散逸戴麟につレて詳しくは，翫践。鑓9一欝参照。ここでは，籔の散逸鍵の内容推灘にまで

　踏み込んだ議論拳なされている。蓑た声工夢ザベス朝難のジ糞ソソソの散逸麟に麗しては，○誠to数鴛にも

　善及がみられる。

硲B罐。慧9青磁る。嚢，艶3蜘纏肋9ε幽への海ソソソ毒こよ赫縫について嘆翻な灘彗欝換討鼠

　83賞。費i3－28を参懸、されたい。

68〉翼竜S　i：欝5参鰹、。

69）頁＆S玉：講5参照。

7｛》〉　8ar童。簸　28参熱、0

7i）＄a賞G熟28，44参熱、o
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盤々本：謬事欝は変わった曇再考（i／

解伜品の諸鶴題

　　嘩．表懸のギ事構は変わった鑛について

　摩麟の表題（虚至e〉の文句は，法律関係の起源を持つ縷言的な言い贋しであった。その省略のな

い形は，「事1青は変わった，とプラウデソは言った雌　（演盤e　c纒e墨s・盛粧綴，鰍。雛p沁w6eバ〉

であ鯵，このプラウデソとは，著瞬な弁護士であったエドマンド・プラウデソ（鍵雛簸磁禦ow密捻，

玉5i8－85〉のことである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てレ　一説によると，プラウデソは法蓮で，最御は依頼人のために気乗鯵薄の体で弁識した解，ひとた

び，羨よりも多額の弁護料を提供されると，それ紅勢いを得，新しい証擁によリヂ事鷺縁変わった」

ふりをし，それまでよりも熱心に弁じ立てたという。しかし，この言い癒えは，一綾の実際の人格と

は一致しないと主張する者もおり，真偽の檬どは定かではない。また，この縷言の由来については

異説も多い鋤。

　当麟では，　誓事欝は変わった」　（編出e　case童s磁er♂〉という表現ぶ（少々その形が変えられ

ている場合もあるが／，麟中の様々な登場人鞠によって，都合9羅（轡．量1．521欝．敷．M一蔦；V．

v．5；V．v重量．30；V．譲．77；V．譲．iむ毒；V．x搬．27；V、x鐵．39；V．x鑑、55／反復されてお鯵，

麟の後半，特紅最終幕にその痩濁が集中しているのが荘欝される。頻繁な事態の急変を，観客を楽

しま量る特色のひとつとしている講麟にあって，この格言的文句の麟申での使罵は，事欝の逆転の

瞬示的な捲標となってお鯵，岡塒に，状溌の変転の頻繁さを強請してもいる。

　「事嬉は変わった」の一文潜表題に馬いられた理虫は様々に推灘でぎるが，速懸はでぎない。こ

の表題と本麟の主題的覆彗面との闘靴有機糞勺なつな潜りがみられるかどうかの議論は，ここでは差し

控えたい73〉。

　　2．登場人勃の禄金曜綴と醒籍

　貴族賠綴に勝属しているのは，ファーニーズ緯爵とその浮人の子盤たちであるパウロ（P＆選。〉，

カミ農（C翻窒蔓。）（正体が半糊する蓑ではガスパー〔G憾辮r窪と呼ばれる〉，オー蓼一夢ア（A騨蕊a〉

及びフィーニクセラ（P｝沁e援xe夏至3〉，更にマクシミ夢アソ将軍，フランシスコ・コ狂ニア（罫ra簸。童sco

C虚。蕪撮a／壷パウ頂の友人アソジエロ（A鍛琶eio〉をシャモソ郷とその妹イザベル窪s＆艶璽〉　（素

姓が瞬らかになるまではレイテェルと呼ばれる〉である。次に，　εページェント詩人」　（碍舞g8塞離

加パ〉のバラディーノが挙げられる紛。更に，綾羅人（霧整い）の欝級に属しているのは，ファー

ニーズ伯爵の執事のク夢ストフェ濃（C短重s紛藏eで。）と召綾1いのジュ一二パー（靴屋をもi兼ねる〉，

アニアソ，セバスチャソ（Se雛stlaR／，マーティーノ（難麟沁簸〉シヴィソセソシオ（V搬。ε畿沁〉掌

バルサザー（Ba至鐵最鐙r〉，コロニアの覆使いのヴァレソタイソ，シャモソの父親の執事であった

メルーソ（Me海霧　（今やジェイクスという名の乞食に身をやつしている〉，ガスパー（カミP〉

72〉この馨震の起漂に纏わる詳しい詮索は，｝至＆S9：3総一総で行なわれている。

73〉瞬蔚の表題の含意については，饑えぱWl茎無盤s75及びMcDo総至63§を参熱。

7尊〉バラディーノの職業詮こ董難ずる薦嘩織ま，当籤麟のPe器。盤s嚢糞e童2，　至．擁．29－32及び琶＆S9：3｛茎8一〔》9鳶

　至．1鋳こみえる。
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藤　　学　　論　　集 第5§巻第2弩

の小姓のパキュー（Pac簸e／とフィニオ（露盤β〉である。その縫の蟻役としては，伝令のナソシ

オ（臨禰。〉，兵士たち，給仕長（鐸伽〆ゾ蓉），パウ萌小姓，その錘の召鯨焼ちが数えら

れる。

　一方野シャモソと嫁のイザベル（レイテェル），メルーソ（ジェイクス〉，ガスパー（カミ狂〉

の小姓のパキューとフィニオはフランス人であり，その穂はすべてイタ夢ア（縁とんど藻ミラノ）

人である。

3．麟中の家族灘係

　（賛　ファーニーズ伯爵家

　ファーニーズ籟爵は，2食年程前，当鋳3，4才であった次男カミロを失い（この園想については，

亙、盈、63－85及びV．x藍．20一講を参黙〉，長男パウ覆を唯一の患子と思っている。縮爵の妻のファー

ニーズ夫人（L農｛圭y　Pe撒εze〉は約3ヶ月蔚に．没し，懐爵家は齢下その騒喪鱗開申であるひ伯爵に．

は更に，オーサ一瞬アとフィーニクセラという名の嬢がいる畠

　1鈴シャモン家

　シャモソ（父〉の妻は執事のメルーソと幾密であり，イザベル鵠産時に死亡した。イザベルが2

才の贋，メルーソは，黄金と共に後女をシャモン家から盗み濃し，ミラノヘと逐電した。醸来．メ

ルーソは乞食ジェイクスを装い，イザベルをレイテェルと改紘して我力噸として養畜してきた（以

上，昼．量、32一灘のジェイクスの独海参難〉。メルーソの遽走以来，父シャモソの子であるシャモ

ソ購とその妹イザベルは生瀦の献懸紐ある。

　／3／ファーニーズ蒙とシャモン家の関係

　ファーニーズ伯爵韓，約齢年譜，ヴィチェソツァに蕊いてフランス軍大将シャモソの急襲を受け，

ヴェ狂一ナ（V2roη虜に接する平原に数走し，暖地で次子カミ簾を失った。従って，ファーニー

ズ家とシャモン家は仇敵隅士ということに．なる。しかし，行方不競となったカミロは，ファーニー

ズ家では敵兵に殺害されたと考えられていたが，実はシャモンにより拾われ，ガスパーと名響けら

れて我が子のように再愛渉られた。こうして，シャモソの患子とガスパー（カミのは兄弟の難く

育てられ，二人の間には深い友簿が生じた（轡．緯．賀一澄参縣〉。徳方，ジェイクス（メルーソ）

の嬢とされているレイテェル（イザベル）とファーニーズ伯爵の長男パウ翼は恋仲であり，堅く将

来を誓い合っている（玉．x．9一捻参照〉。ここでも豪た，シャモソ家とファーニーズ家の紳がみ

られるのである？6〉。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくさ　今穰の戦舞もフランスとミラノ爾軍閥の戦であるが，ミラノ軍の大将はヴィチェソツァのマクシ

75〉軋伽礎”については，羅喜麟のPerso箕s25，至．鐵の饗頭の舞台掘建，及び翼＆S　§：3欝簸L灘．sta琶e

　磁艶ct沁鍛を参蕪。

76〉本麟の籏・登場大勢・主題の中の諸要素を統合するための一手段としての連織・籍び薄き・繋海溝・縛（簸蕪

　〔躍e3〉に麗して誌，擁えばW『濃絵搬s騒，鱒一飯参懸。
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叢々木：慶事簿は変わった邊再考（i〉

ミ婆アソであ弩，破はファーニーズ伯爵から，その患子パウロの安全！保鐘を託される。だ解，パウ

簾はフランス畢の捕虜となり，その代むマクシミ夢アソは，二人のフランス軍兵士，すなわちシャ

モン（子）とガスパー（カミロ）を俘虜として連れ帰る。かくして，ファーニーズ家のパウβがフ

ランス軍に瞬われ，シャモン家の子シャモンとそこで養脊された友人ガスパー（実線，ファー二一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とウこ
ズ家のカミ貸〉渉ミラノ軍のファーニーズ家の擁となる。ここにみられる颪家の捕羅事濤の壷行性

毎鍵議e塾麟に留意されたい77〉。ファーニーズ家では，鶴爵の長女オーゆ一婆ア潜，ガスパー

を装うシャモンに恋心を麹き，シャモソもオ一瞬一婆アを愛する（もっとも，互いに告白はしない〉。

また，麟爵の次女フィーニクセラは，シャモソを装うガスパー（カミ躍〉に好意を覚える。以上の

薫でも，両家の結び付きば強化されている。

　マクシミ蓼アソの蔽策によって，ファーニーズ伯爵は，がスパーを綴放してフランス軍に滋遺し，

パウ獄とシャモソの交換交渉に蚤たらせようとするが，ガスパーとシャモソは蔑に賠々裡に名蔚を

交換していたので，マクシミ婆アソたちは歎かれ，シャモン本人をフラソスヘと萩放するに至る。

ガスパーの小姓パキューから事実が露顕すると，ファーニーズ伯爵は激怒し，フランス軍がシャモ

ソを奪還したからには，最皐、悪子パウ縫は戻らぬと速難して，マクシミ蓼アソ，フランシスコ・コ

ロニア，フィ一二クセラ等の諌言に．も耳を繧けず，残ったガスパー（実は，露分の次子カミロ〉を

拷問にかけ，欝らの手で越慰しようとするが，最後の瞬闘に躊籍する。

　捲定の簸綴後に，シャモソがパウ覆を連れてファーニーズ家に到着し，シャモソとガスパーめ友

藩の強さを証隣する。懸爵の醒想を契機に，シャモソによって，ガスパーがカミ資であることが確

認され（V．x韮．2G一娼〉，次男カミロは約2む年ぶりに麟爵家に帰還し，蕉常な家族関係が醗復す

るゆしかし，これによってガスパーが露分の兄のカミ讐であることぶ鞠幾し，フィ一二クセラは蚤

感せざるを得ない。

　更に，メルーソ（ジェイクス〉の告白から，実はレイテェル渉シャモソの父の娘（つ重鯵シャモ

ンの妹〉であることが分かり（V．x盤．鱒一99〉，ファーニーズ家の長男パウ貸はシャモソ家のイ

ザベルと鱈約し，一方，ファーニーズ家の長女オー婆一彗アとシャモソもまた，めでたく婚約する

（V、x盤．37－5の。かくして，二纏の結婚により，ミラノのファーニーズ家とフランスのシャモ

ソ家は，かつての不撰戴天の仇敵講士の関係から縁戚の間構へと変貌することになろう。本籤懸は，

この点では，戦蝶・葛藤を経て秘解・調趣へと至るギ夢シア新喜灘（翼ew　Co鐙e6y〉的伝統に連な

る婁麟の璽式を麺実に体現してお鯵，両家の稲合は，男女の縁怨みによって象徴釣に蓑現されてい

る銅時に，喜麟的カタルシス（戯雛s量s擁，この繰纏みにおいて点睛を得るはずである欝。

　もっとも，カミロとフィーニクセラは，兄妹であるため構愛を持っていても結ばれず，カミロの

77〉当該戯麟の籏・腫橿描写・主題・購造・イメージ・献溌・露語等において多絹される類縁・根継・一致・

　壷行（董｝ara銭e垂［墨s阻3〉は，9＆Si：327；猛聡。藍i§8，2｛霞；K鷺。嚢2？；W琵簸寂葺茎s6建，9｛｝一9i等で論じら

　れている。

78〉と参わけシェイクスヒfアの嘉1憲獣こ製舜敷麹な，　この種の喜麟衰強購造については，翼。嬬銭ro蓼｝欝rye，〆擁齢解夕

　ひ∫C麗麗むゴ5鍵ゴ恥鍵ド£ε灘タ8（i§57；野薮簸cet｛蹄二Pr鐙ceto貧し残｝，ig73〉i63－86及び護醗齪羅♂露礁s参就蓄勢ε∫

　1磁馳磁｝㈱θ∫5繍ε5蜘繊ω麟君麟盈灘徽8（翼ewYG癒：Co蔓鷹も董atタP，重9紛；C．L．B鍵悔r，

　5勲爵ε蜘卿ゴs勘綴魏α灘ぜ夕滋縫翻”∫P瓶繊ま露鋤簾鯉露ε磁鰯纏齢蹴翻G鯱蛾（Pr童簸ce繊：

　Pr塗ceto盤更∫P，欝5警）紅詳しい。
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心の闘藻を埋めるのは，シャモソとの深い友愛の管であり，・また，フィ一二クセラの愛をマタシミ

夢アソが求めようとしていることが終幕（V．x轍、63－6場に購示されている。

　鶴　認知の場面で判観ずる登場人勃の家族灘係（氏紫姓〉

　ここで，本戯麟の認知の場面（主に，第5幕第捨場〉にて衆§の鋳に瞬らかにされる登場人物た

ちの身元を整達しておこう。・

　a、フランス人シャモソの幼少からの友人ガスパーが，実はファ…ニーズ緯爵σ）次男カミ欝であ

ることσ　（V．x鰻、2｛）一連8）。

　も．乞食を装っていたジエイクスが，実はシャモソの父の元執事メルーソであること（V．離．

鱒一96〉。

　c．ジェイクスの嬢とされていたレイテェルが，実はシャモソの父の黄金（金貨〉と共に盗蒙れ

た綾の嬢，すなわちシャモソの妹イザベルであること（V．x嚢．97－98〉o

　　4．　i薄書麟的要素

　次に，本喜麟紅おける非喜麟的要素（鍛。鷺co醸。　e蓋e搬e凱s／を分析・験毒してみよう。

　　　　　　　　　　　プロリ　グ　勢頭のジュ一二パーの蕪嚢上は，　ε悲嘆に満ちた知らせ」　（懲擁ε裁麗麗膨6ず〉　（至．茎．5〉を物

譲ろうと遽べているが，この予告は一懸で生鵠を懸ていると害える。　惨事縫は変わった盤は，悲穀・

災癒で講ちているからだ。

　冒頭から，喪や喪羅への讐及があり，響か不吉な影を感じさせる。第i幕第3場では，ファーニー

ズ失人の死去の知らせが，蕨から渓って懸もないヴァレγタインにアニアソから告げられ，ヴァレ

ソタイソは落涙する。ファーニーズ縷爵家の人々は，§下，伯爵夫人のため髄膜喪中なのである。

次に，差し迫る戦縫の噂もまた非喜麟的要素として挙げることができよう。フランス軍が薄霞ミラ

ノを竣略せんとしてお弩，ヴィチェソツァのマクシミ夢アソを将として，ミラノ軍は敵軍との会戦

に臨もうというのである（i．v．麗一鍍参照〉。第i幕第9場では，母の笏鮫に耕するフィ一二ク

セラの深い哀悼が表現されるが，ここでも死の陰影が作品に忍び寄っている。それに続く懐爵の園

懇で韓，次男を戦叢の渦中に失った鎗年程羨の繊来事潜生々しく想起され，嘆きが新たにされる。

　第3幕第隻場から始まるアソジェ隣のパウ欝への背鑑とレイチェルヘの誘惑は駆悪な要素であり，

非喜麟的と需えよう。また，第3幕第嘆場で伝えられる伯爵の患子パウ聾の捕獲の知らせも雛報で

ある。盤爵嚢身も述べているとおり鰹．童v．29－3§），畿の運命は非運の連続であり，籔は次男と

妻を失い，そして今度は長男を失いかけている。第蓬暮露艶場で，シャモソとガスパーの身元の交

換の策謀の秘密がパキューの縫から漏洩され，シャモソ本人解毅放されたこと毒霊醤観すると，ファー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たき二
二ーズ積鬱は激嘉し，マクシミ夢アγとの仲違いが始まる。かくして，本喜麟は悲凝麟嶽穆を帯び

簸め，燈爵は，ガスパー紡ミ譲）の確約を欝じず，藤下に綾の拷問を命じる（獄虹娼一鰯。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとけ　第5幕第8場で，アソジェβがレイテェルをミラノ郊外の人気のない野外に遜れ思し，結婚を強

要するとき漢，綾女の燧女性の最大の危機であり，本篇の悲麟的緊張の一瞬でもある。パウ欝の靄

然の登場によリレイチェル潜救われた褻後に，今度は本麟最大の悲麟的轟懸が訪れる。それは，第

5幕第9場で，約束の弩時が過ぎても帰還せ殿シャモyに驕されたと誤解したファーニーズ伯爵が，
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　　　　　　　　　　　　　　鑑々木1慶事欝は変わった遷再考（至）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くだ身代わ辱に人質のガスパ…（カミのを，嚢ら手を下して魁飛せんとする瞬間である。しかし，娘
　　　　　　　　　　　　　　　ニと
爵は，憐餐の欝からか，土壇場で事を果し得ない。

　第5幕第露場と講幕第i萱場においては，各々，子息パウ賞，恋人レイテェル，黄金（と嬢レイテェ

ル〉を失った（と思い込んでいる）3んすなわち伯爵，ク箏ストフェ欝，ジェイクスの嗅ぎ麟縷々

述べられるぶ，この場面は，悲凝的であると購時に，悲嘆の大御さ溺部って滑穫稼を醸し鐵してい

る。三者の様式化された愁曝の誇示（V．x重、i－38〉の背後に，綾らを繰る作者の冷徹で超然たる

蕊点が感じられる。だが，第5幕第鎗場にパウロたちが帰還してから，本麟は喜麟的大羅欝

（δεRO簸e醗e鍵〉を逡え，喜ばしい発見や驚ぎが打ち続き，悲麟的要素は潴滅してゆく。

　　5。　縫ウ・篇メディーと講華il

　慶事構は変わった遍は，ファーニーズ猿舞等の辮属する上流鮭会に関わるハイ・コメディー（嬢油

co溢eδy／と，主に名優いとジェイクスたちを権威鍛とする蓑ウ・コメディー（沁wco盤eδy〉の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のち量翼から成立しているが，特に後者は，ジ璽ソソソによる後の鐡麟群で震竸される議麟と密接な繋

がりを有していると考えられる。ジエイクスについては，後で詳述するこ1とになるので，ここでは，

召憂いたちを中心とする碧ウ・コメディーのみを議講の鰐象としたい。

　蔚遽のように，薦む馨年か薦綴年璽擁筆されたと鑑定される第i幕第2場では，アソト二一・マン

デイの議朝朗藪函と考えられる詩人アント一二オ・バラディーノによって，彼の文学饒がアニアソ
　　　　　　　　　　　　　まさ
を構手に護身）れるが，それは正に，漁民海けの練轟な演難論であり，バラヂィーノやアニアソの見

解は，著者ジ聾ソソソの灘からの擁捻の鯨象となっていると箆歎される。要するに，作者は通俗大

衆麟への議薦・畿舞をこの場に盛鯵込んでいる。

　第i幕第i場から懸幕第5場までは，演ウ・コメディーが展醗される。第i場では，ジュ一二パー

の歌う蔚羅上がアニアソの介入により中衛され，第2場では，バラディーノ解馨分の演嚢観を麗蒸

し（これ以後，綾の登場はない），第3場では，コ聾ニアの召養いのヴァレソタイソが長旅から煽ら

てアニアンに再会し，第釜場では，ヴァレソタイソとジュ一二パーが再会して，ここからジュ一二

パーの一種のヒ．、一マー，すなわち不順強意殊での不正確な難語の濫驚癖毒頻れてくる79〉。ま

た，ジューニパー等に錠されてのことではある赫ンこの辺から，ヴァレソタイソによる蕨人の法螺

誌が姥蒙り類している。第5場では，ヴァレyタインは飽の露髄いたちと再会して大歓邊を受け，

乾杯のために1一一匿藝よ退講ずる。

　第2幕第7場は，重要なPウ・コメディーの場であむ，召硬いたちの活躍の場面となっているα

ジュ一二パーは囎変わらず難語・難表幾を多耀し，言葉の滑穰な誤矯（盤＆セ雛。灘灘〉を反復する。

だが，特に．重要なのは，蕨行帰むのヴァレソタイソ蔭語る「ユートピア．iの噂謡であろうむこの籔

所も豪た，先遠の酸く，後の灘筆藻分と推灘されるが，ここでの彰ユートピア、／とは，勿論イギ彗

スを姦していると思われ，岡地の民衆演麟，一般大衆麟場及びその観客たちのことがヴァレンタイ

ンにより艦．とに載せられて，とりわ謬その醗客たちの一離が鏡鞍こ聴されている。従って，この場

7鶴ジューニパーの言語麟特徴の牢に，ゲイブウエル・ハーヴィー（G誌漉亙蕪継vey，ε，蔦5巷一欝3毒への

　嚢遜人露盤譲華1茎を読み込む者もある。　こ二の、∈鼠に躾1してむま，　B＆s蓑erv錘重9垂；茎｛8西S　i　＝325；蛋｛＆S9　：3茎｛｝簸至．玉v；

　B盆嬬op3δ等を参覆む
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蚕では，ヴァレソタイソや鰹の召覆践・たちは撰1等蓬の瞬象ではなく，むしろ翫判春であり，！雷撃の標

的は，英国の（一藻の）観客たちということになる。第2幕第7場は，中途から撮棒による試金の

場（登．V藍、83一慧紛に変じる。アニアソとの試合に不承不承講意したマーティーノは，欝儀満々

のアニアソの頭を割って勝鵜を納め，覧麹人たちは試合を中正し，逸るアニアソを舞え，全員退場

する8書）。

　第嘆幕第3場韓，後の蓼十人十毯諺や「喜麟的議刺」の中のある籐勝（特に，　鞘の女神の饗宴墓

第2幕第3場と第3幕獅勢を予示していて翼鎌灘・8i〉．ここでは，シャモソとガスパーと共

にミラノに連行されて来たフランス人小姓パキューとフィ二才が，フランス流の挨拶の実演をして

見せ，鶴々，通りすが弩のアニアソがそれを駿にして魅了されるむ二人の小姓の演ずる裟拶という

の喜ま，当撰！風の灘落た食毒羅とそれに購帯する一連の謬蓄作であり，気紛れで空勇褻な気取鯵である。そ

　　　　　　のちれは，覚えた後人蔚で援露すれば流行の最先嬬をゆぎ得意になれるという類の，軽銚浮薄な代物な

のである。教示を乞うアニアソの帯し鐵をパキューは承諾し，今度はアニアソも換えて3人で練習

ということになる。この場では，当時のファッシ融ソに鰐する作表の蟻笑を観取することは容易で

あろう。

　第蓬幕第9場では，ジェイクスの金貨を持ち進げしようとするアニアソとジューニパーが，その

使途をあれこれ思案しており，贅沢に藩籬つた移，紳士となったり，紋章を購入したりする夢が語

られる。しかし，綾らにふさわしい卑俗な顯望の灘藻を措く作者の筆致は決して辛辣ではなく，む

しろ稚気愛すべき煮たちへの寛容さが感じられる。第5幕第6場では，ジュ一二パー，アニアソの

工人が葵籐を纏って登場するが，ジュ一二パーは醸醸し，アニアソは慶にフィ二才を甕分の小姓に

薩っている。ジューニパーもまた，己が小姓としてフィニオを欲するので，ジューニパーとアニア

ソの閤に謬いが鐵来する。ここでヴァレソタインは，二人を冷笑する傍観考紅その役割を変じてい

る。続く懸幕第7場で，フィ二才が，ジュ一二パーのための小姓としてパキューを連れて来るが，

ジューニパーとアニアソの様子を窺いに，召使い沖繋のバルサザーとマーティーノも随聾する。ジュ一

二パーはパキューを召し抱え，靴渥の廃業をi産書する。

　第5幕第欝場（最終場／に至ると，縫ウ・コメディーの住人であるアニアソとジューニパーは，

ハイ・コメディーの領域に穫入し，金力を笠に着て叢勢を張り，露分たちが貴族と講格である養を

主張し，ジューニパーはファーニーズ穣爵の「額主の身分」　ぐし。羅s短ガ）　（V．x議．iのの購入

さえ摩し趨る。しかし，このようなディコーラム（δeco欝欝〉の優麗老漢ジョンソンの喜麟車で

遮るべぎ運命は，纒えば，曉年の露新し華墨に登場する仕立屋ニッタ・スタッフ（簸磁S綴餐〉

とその妻ピネイシャ（P塗懸繧醇の擾いにおいて繰導返し表現されている（隅麟第違幕第3協参

難〉。無i論，アニアソとジューニパーは，麟爵に資金源を養破され，ジェイクスの金貨を盗んだ廉

で連行される。飽人の金の窃盗とその一部の蕩尽の盛然の報いはフ　「聴し台」　（縄鏡㏄ks押）　（V．x董鑑

22〉ということをこなる。この点では，ジュ一二パーとアニアソの運命は藍1に，麟頭にジュ一二パー

麹らが譲文で詠じてみせた酸く，暫詩的で滑稽な症方によってではあれ，悲報・災縫に見舞われる

齢〉観葎の試金紅おけるアニアソの敢詑の賛衆文学麟起濾紅ついては，8a曲erv懲豊春倉参照凸

8舞践農S9＝323盤欝、灘にも講織の捲摘解ある。
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のである。

　し力逸しな力業ら，兜垂こ薙由れ乳二ように．，本戯麟の主謎：召奮蓮鮎湘たちを中’むとする灘ウ・コメディー毒ま，

齢手人手色違や「嚢麟的議麟涯群の中の譲麟との麗係が深いとはいえ，アニアソやジューニパーに

薄する作者の態度には，なお余裕や暖かみが感じられ，未だ作1考によっては，彼ら密体が，真鰯で

娠籔鰍謡勅懲戒の鰐象として擬えられていないことが窺われる82〉。

（第2謬に続く〉

82〉ジューニパーとアニアソヘの作者の基本的慧農に麗しては，B罐。糞36にも，

　されている。

縁嫁難じ越智の冤形勝麦窮
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